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『アンスリウム』服部可菜恵 Kanae HATTORI　1994 年生　W391×H543mm　ケント紙・アクリル・サインペン　2019 年

発行日　2019年6月28日（金）

発行者　特定非営利活動法人
　　　　障碍者芸術推進研究機構
　　　　天才アート KYOTO
発行所　〒605-0811
　　　　京都市東山区大和大路四条下る
　　　　4丁目小松町 四条・新道アトリエ
　　　　info@tensai-art.kyoto
　　　　http://tensai-art.kyoto

編　集　株式会社 三六六

会　報
No .２０

天才アートとは、障碍
のある人の多くがもつ
優れた感性と表現力、
そこから湧き出る独

創的なアート作品に対して、特定非営
利活動法人 障碍者芸術推進研究機構

（天才アート KYOTO）が独自にネーミ
ングしたものです。当機構は天才アー
トを推進し、その啓発・普及活動を積
極的に行っています。

Tensai Art KYOTO

Tensai Art KYOTO

Tensai Art KYOTO

Tensai Art KYOTO

天才アート
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２
０
１
９
年
５
月
18
日
（
土
）
か
ら
５
月
26
日

（
日
）
ま
で
、
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て

第
５
回 

天
才
ア
ー
ト
企
画
展
「
２
つ
の
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｒ
Ｅ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
展
は
、「
動
植
物
」
の
写
真
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
し
た
高
畠
晃
平
、
長
村
駿
、
服
部
可
菜
恵
と
、

「
メ
デ
ィ
ア
」
上
で
興
味
を
も
っ
た
ロ
ゴ
を
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
し
た
富
田
晃
生
の
４
名
が
、「
川

の
流
れ
」
の
よ
う
に
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
創
り

続
け
る
作
品
群
を
「
動
植
物
」
と
「
メ
デ
ィ
ア
」

と
い
う
「
２
つ
の
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」
を
企
画
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
た
も
の
で
す
。

今
回
は
、
来
場
者
に
企
画
コ
ン
セ
プ
ト
を
よ
り

体
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
通
常
の
額
装
壁
掛
け

展
示
と
は
違
っ
た
展
覧
会
構
成
を
行
い
ま
し
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｂ
室
で
は
、
高
畠
晃
平
、
長
村
駿
、

服
部
可
菜
恵
の
作
品
を
、
壁
か
ら
壁
へ
と
紐
を
張

り
め
ぐ
ら
せ
、
作
品
を
流
れ
の
よ
う
に
し
て
展
示

し
ま
し
た
。
高
畠
作
品
の
色
鮮
や
か
で
力
強
い
動

物
た
ち
、
長
村
作
品
の
即
興
で
描
か
れ
た
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
動
植
物
た
ち
、
服
部
作
品
の
シ
ン
プ
ル
に

デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
愛
ら
し
い
植
物
た
ち
、
そ
れ

ら
の
作
品
が
壁
面
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
描
か
れ
た
動
植
物
た
ち
が
観
客
に
迫
っ
て
み

え
る
よ
う
に
と
意
図
し
ま
し
た
。
作
品
が
観
客
を

取
り
囲
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
種
多
様
な
動
植
物

た
ち
が
宿
す
多
様
な
生
命
の
「
流
れ
」
を
強
調
し

た
構
成
で
し
た
。

報 　 告

展 覧 会

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
室
で
は
、
富
田
晃
生
の
約

５
０
０
点
に
お
よ
ぶ
ロ
ゴ
ア
ー
ト
を
、
同
じ
く
観

客
を
取
り
囲
む
よ
う
に
展
示
し
ま
し
た
。
富
田
作

品
は
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
流
れ
る
ロ
ゴ

を
記
憶
し
、
家
庭
で
使
用
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど

の
厚
紙
を
用
い
て
独
自
に
「
再
生
」
さ
せ
ま
す
。

彼
の
記
憶
を
通
し
て
制
作
さ
れ
た
ロ
ゴ
ア
ー
ト
群

は
、
観
客
と
も
共
有
さ
れ
た
記
憶
で
も
あ
り
、
そ

れ
と
同
時
に
現
代
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
の

「
流
れ
」
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
創
作
ス
タ
イ
ル
（
流
儀
）
へ

第
５
回
天
才
ア
ー
ト
企
画
展 「
２
つ
の
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」
を
開
催

約500点におよぶ富田晃生のロゴアート作品を展示したギャラリー C

高畠晃平・長村駿・服部可菜恵の作品を紐を張って展示したギャラリー B室

予 　 告

展 覧 会

第
２
回 

天
才
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
展

『
奏

か
な
で
る・

描え
が
く

・
愉

た
の
し
む』

の
開
催

昨
年
の
第
１
回
に
続
き
、
７
月
５
日
（
金
）
～

７
日
（
日
）
の
３
日
間
、
音
楽
と
ア
ー
ト
の
七
夕

ラ
イ
ブ
と
し
て
、ジ
ャ
ズ
の〝
演
奏
〟と
団う
ち
わ扇
に〝
描

く
〟ラ
イ
ブ
を
、高
瀬
川
の
ほ
と
り
の
京
町
家
ギ
ャ

ラ
リ
ー
「
高
瀬
川
・
四
季
Ａ
Ｉ
Ｒ
」
で
〝
愉
し
む
〟

を
テ
ー
マ
に
、
天
才
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
展
『
奏
・
描
・

愉
』
を
開
催
し
ま
す
。

■
ラ
イ
ブ
「
奏
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

“C
hi-Ka-Tsu”

ジ
ャ
ズ
演
奏
／
ピ
ア
ノ
＝
下
嶋
千
佳
・

ベ
ー
ス
＝
勝
方 

浩　
□
７
月
６
日
（
土
）
①
13
時
～
、
②

15
時
～
／
演
奏
時
間
は
①
②
と
も
30
分

■
ラ
イ
ブ
「
描
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

天
才
ア
ー
ト
新
道
ア
ト
リ
エ
所
属
の
作
家
10
名
の
参
加
を

予
定　
□
会
期
中
に
随
時
制
作　
□
内
容
：
手
描
き
団
扇

絵
／
手
描
き
絵
葉
書
～
展
示
・
頒
布
あ
り

■
そ
の
ほ
か
の
展
示
と
頒
布

□
天
才
ア
ー
ト
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
複
製
画
」：
作
品
数
30
点
／

制
作
数
＝
各
限
定
10
部　
□
天
才
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
グ
ッ

ズ
：
手
描
き
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
・
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
・
ポ
ス

ト
カ
ー
ド　
他　
□
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
：
京
扇
子
・

ふ
ろ
し
き
・
ス
ポ
ン
ジ
ク
ロ
ス
・
和
ろ
う
そ
く

の
こ
だ
わ
り
と
、
大
河
の
流
れ
の
ご
と
く
よ
ど
み

な
い
持
続
力
が
生
み
出
す
作
品
群
に
、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
勢
い
に
圧
倒
さ
れ
た
」「
作
品
を
作
る
楽

し
み
を
感
じ
た
」「
感
性
が
素
晴
ら
し
い
」「
展
示

を
少
人
数
に
絞
る
こ
と
で
個
性
を
じ
っ
く
り
楽
し

め
た
」
な
ど
多
数
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
も
従
来
の
展
示
方
法
に
捉
わ
れ
る
の
で
は

な
く
、
個
々
の
作
品
が
も
つ
特
性
に
合
わ
せ
、
作

品
の
魅
力
を
最
大
限
に
伝
え
て
い
け
る
展
示
構
成

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
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駅
ナ
カ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
９

地
下
鉄
北
大
路
駅
に
て

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

作
家
ポ
ス
タ
ー
展
示

地
下
鉄
北
大
路
駅
で
の
「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

駅
ナ

カ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
９
」
の
作
品
展

示
に
参
加
さ
れ
た
大
谷
大
学
は
、
作
品
名
「
平
成

と
令
和
のka 和

ii

『otani entrance

』 

～fill 
in the exhibition the w

all

～
」
と
題
し
、

駅
構
内
を
「
和
風
感
あ
ふ
れ
る
も
の
」「
壁
を
展

示
作
品
で
埋
め
尽
く
す
」
を
目
標
と
し
て
制
作
、

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の

作
家
ポ
ス
タ
ー
は
、
大
谷
大
学
の
学
生
さ
ん
た
ち

の
書
や
写
真
と
共
に
、
階
段
の
壁
面
に
10
点
を
展

示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

駅
ナ
カ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
１
９
」
は
、
京
都
市
内
の
芸
術
系
を
中
心
と

す
る
12
大
学
と
京
都
市
が
、「
大
学
の
ま
ち
京
都
」、

「
文
化
芸
術
都
市
京
都
」
な
ら
で
は
の
「
駅
か
ら

京
都
の
文
化
芸
術
を
発
信
す
る
」取
り
組
み
で
す
。

「
学
・
産
・
官
」
の
三
者
が
連
携
し
、大
学
生
の
ア
ー

ト
作
品
で
地
下
鉄
駅
構
内
を
活
性
化
す
る
こ
と
を

目
的
に
、「
思
わ
ず
振
り
返
る
」「
じ
っ
く
り
見
た

く
な
る
」「
楽
し
い
、夢
が
あ
る
」
空
間
を
目
指
し
、

駅
を
利
用
す
る
人
た
ち
が
写
真
に
収
め
た
く
な
る

よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
ア
ー
ト
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
大
学
生
た
ち
が
挑
戦
さ
れ
た
も
の
で
す
。

作
品
は
、
平
成
31
年
３
月
18
日（
月
）～
令
和
元

年
５
月
31
日（
金
）ま
で
、
約
２
カ
月
間
に
わ
た
っ

て
展
示
。
地
下
鉄
や
北
大
路
駅
を
利
用
さ
れ
る
多

く
の
人
に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
作
品
を
観

て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地下鉄北大路駅の階段壁面に展示された天才アートKYOTOの作家ポスターと大谷大学の学生さんたちの作品

楠
川
敦
士
・
根
ケ
山
恵
司

「
楠
川
敦
士
×
根
ケ
山
恵
司　
２
人
展
」

２
０
１
９
年
４
月
３
日
（
水
）
～
４
月
９
日
（
火
）

会
場
：
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
西
利

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
登
録
作
家
に
よ
る
作
品
展
示
の
ご
紹
介

土
屋
彰
男

個
展
「
宇
宙
ペ
ン
ギ
ン
と
仲
間
た
ち
」

２
０
１
９
年
５
月
１
日
（
水
）
～
５
月
７
日
（
火
）　

会
場
：
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
西
利

ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
崩
壊
フ
ラ
グ

15
名
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展

「
作
者
は
病
気
団
展
in
福
岡 

サ
ナ
ト
リ
ウ

ム
入
院
編
」

２
０
１
９
年
４
月
11
日
（
木
）
～
４
月
23
日
（
火
）

会
場
：
不
思
議
博
物
館
分
室
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

影
山
弘
樹

「
キ
テ
・
ミ
テ
中
之
島
２
０
１
９
」

２
０
１
９
年
５
月
18
日
（
土
）
～
６
月
16
日
（
日
）

会
場
：
な
に
わ
橋
駅
構
内
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天 才
アート
ノート

知原 諒太

三津田 一輝

久保 直己　Naoki KUBO　1986年生
久保直己が通所する作業所で働いている「駒井さん」を描いたシリーズです。いろいろな
服を着た「駒井さん」が独特のデフォルメで描かれており、じっと見ていると「駒井さん」
の人柄が想像でき、今にも語りかけてきそうです。天才アートKYOTO新道アトリエでは、

「駒井さん」シリーズの他にも「高山さん」シリーズやいろいろな「職業人」シリーズも
描いています。

『 無 題（ 数 字シリーズ ）』　 ケント紙・サインペン・色 鉛 筆　W148 ×
H105mm　2018 年

『駒井さんシリーズ』
上段左：画用紙・色鉛筆・サインペン  W270×H380mm 
上段右：画用紙・色鉛筆  W271×H392mm
下段左：画用紙・色鉛筆・えんぴつ  W271×H392mm
下段右：画用紙・色鉛筆・えんぴつ  W271×H392mm
いずれも 2019 年

久保 直己

知原 諒太　Ryota CHIHARA　1999年生
知原諒太は鮮やかな色面構成された絵画作品の他に、裏紙に丁寧にレタリン
グしたかのように描かれた数字のドローイングシリーズがあります。ただの数
字の無意味な羅列と思いきや、実在のラジオ局の周波数であるなど意味があっ
たり、やっぱり意味がなかったりもします。知原作品を前にした時、世界が
謎の数字で溢れていることを教えてくれます。

三津田 一輝　Kazuki MITSUDA　1993年生
三津田一輝には『だるま』（元絵：「達磨図」 伊藤若冲）のように、彼独自のアレンジ
が加わった模写シリーズがあります。他にも、『パンダ』のように彼独自のオリジナル
の絵も描きます。よくよくこの『パンダ』の足を数えてみると実は6本足、それでも違
和感を感じさせずに調和している不思議な絵です。

『だるま』
画用紙・クレパス　
W392×H545mm 
2019 年

『パンダ』
色画用紙・クレパス
W541×H392mm
2017 年

『無題（数字シリーズ）』　ケント紙・サインペン・色鉛筆　
W105 ×H148mm　2018 年
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山川 隆晟

小寺 菜月

藤原 佳弘

『エリマキトカゲ』　タックステンド　W292×H211mm　2017 年 『スズメバチ』　タックステンド　W292×H211mm　2018 年 

藤原 佳弘　Yoshihiro FUJIWARA　1995年生
藤原佳弘は、「タックステンド」というスタンドグラス調に制作できる画材
を用いて動物や昆虫を描き続けます。筆や鉛筆を用いずに、カッターで形
を切り取った生き物たちは、どれもはちきれんばかりの力強い生命を宿して
いるかのようです。 小寺 菜月　Natsuki KOTERA　

1993年生
小寺菜月は、紙をハサミで切った左右対称の切
り絵シリーズと、うさぎやライオンなど細い線で
可愛く描かれたキャクターの絵のシリーズがあり
ます。二つのタッチで制作された作品は、一見
同一作家の作品でないかのように思えますが、ど
の作品もどこかユーモラスで人懐っこさが通底し
ています。

『柴犬』　画用紙・コピー用紙　W352×H252mm　2018 年 

山川 隆晟　Takaaki YAMAKAWA　
1992年生
山川隆晟は、色鉛筆を用いて実在の神社や寺な
どの観光名所を描き続けます。建物や植物は細
部まで丁寧に描かれ、名称にはローマ字併記や
最寄駅の情報、時折建物の解説も書かれていま
す。さながらガイドブックのようで、彼の絵を前
にするとそこを訪れたくなります。

『春日大社』　画用紙・鉛筆・色鉛筆　W352×H252mm　2017 年 『談山神社』　画用紙・鉛筆・色鉛筆　W352×H252mm　2017 年

『タイトル不詳』　コピー用紙・鉛筆　W352×H252mm
2018 年 
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ぐ
る
ぐ
る
う
ず
ま
き
の
絵
を
ひ
た
す
ら
描
き
続
け

て
い
ま
す
。
学
校
で
は
美
術
部
に
入
っ
て
ア
ン
パ

ン
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
お
友
だ
ち

の
顔
な
ど
を
描
い
て
い
ま
し
た
が
、
ア
ト
リ
エ
で

は
う
ず
ま
き
な
の
で
、
場
所
に
よ
っ
て
描
く
も
の

を
変
え
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

う
ず
ま
き
は
色
鉛
筆
や
ペ
ン
を
使
っ
て
描
き
ま

す
が
、
素
早
く
色
を
変
え
て
ど
ん
ど
ん
重
ね
て
い

き
ま
す
。
そ
の
色
選
び
は
、
色
鉛
筆
が
並
ん
で
い

る
順
番
に
取
っ
て
い
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
き

や
、
黒
な
ど
の
暗
い
色
は
取
ら
ず
自
分
な
り
に
考

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
学
校
の
布
加
工
ワ
ー
ク
で

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刺
繍
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
段

ご
と
に
糸
の
色
を
変
え
て
、
先
生
に
色
選
び
の
セ

ン
ス
が
す
ご
い
と
褒
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
選
ん
で
い
る
の
か
聞
き
た
い
の
で
す

が
、
言
葉
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い

の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。
１
週
間
ぐ
ら
い
茉
莉
と
心

身
を
入
れ
替
わ
っ
て
、
日
常
生
活
が
ど
の
よ
う
に

見
え
て
何
を
感
じ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
で
す
。

学
校
を
卒
業
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
は
ず
っ
と
長

い
な
と
思
い
ま
す
が
、
ア
ト
リ
エ
が
一
つ
の
居
場

所
と
し
て
あ
る

こ
と
が
と
て
も

あ
り
が
た
い
で

す
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
み
な
が

ら
、
新
し
い
作

品
を
期
待
し
つ

つ
、
絵
を
描
き

続
け
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

●
興
味
関
心
が
少
な
か
っ
た
幼
児
期

娘
の
茉
莉
は
、
現
在
18
歳
で
す
。

今
年
の
春
に
呉
竹
総
合
支
援
学
校
を
卒
業
後
、

Ｂ
型
の
事
業
所
に
通
っ
て
部
品
の
袋
詰
め
な
ど
の

作
業
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
に
我
が
家
の
長
女
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
寝
返
り
、
お
座
り
、
ハ
イ
ハ
イ
な
ど
、
発

達
は
少
し
ず
つ
遅
か
っ
た
の
で
す
が
、
初
め
て
の

子
育
て
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
私
に
似
て

の
ん
び
り
マ
イ
ペ
ー
ス
な
子
な
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
友
人
の
同
じ
年
の
子
と
発
達
の
差
が

気
に
な
っ
て
き
た
頃
、
茉
莉
は
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
に

興
味
を
持
ち
は
じ
め
、番
組
は
見
な
い
の
で
す
が
、

Ｃ
Ｍ
に
な
る
と
反
応
し
て
ジ
ー
ッ
と
見
た
り
時
々

笑
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
「
ま
り

ち
ゃ
ん
」
と
声
を
か
け
て
も
全
く
振
り
向
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
日
常
の
声
か

け
に
も
反
応
せ
ず
、
目
線
も
合
わ
な
い
よ
う
な
気

が
し
て
、ま
す
ま
す
不
安
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
不
安
は
的
中
し
、
１
歳
半
健
診
で
指
摘
さ

れ
て
２
歳
か
ら
療
育
に
通
い
ま
し
た
。
療
育
の
中

で
の
遊
び
に
は
興
味
関
心
を
示
さ
ず
、
親
子
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
手
あ
そ
び
歌
や
、
こ

ち
ょ
こ
ち
ょ
あ
そ
び
な
ど
に
も
反
応
が
全
く
な

か
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
３
歳
に
な
る
前
に
「
自
閉
症
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
」
の
診
断
を
受
け
ま
し
た
。

年
少
か
ら
通
っ
た
施
設
で
は
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

や
ブ
ラ
ン
コ
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
好
き
な
こ

と
が
増
え
て
い
っ
て
、
感
情
も
豊
か
に
な
っ
て
い

き
、
３
年
間
で
グ
ー
ン
と
成
長
し
ま
し
た
。
ま
だ

こ
の
頃
は
絵
を
描
く
こ
と
に
は
興
味
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

●
文
字
か
ら
絵
に

平
成
19
年
に
呉
竹
総
合
支
援
学
校
に
入
学
し

て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
っ
て
通
学
し
ま
し
た
。

通
園
施
設
と
は
違
い
、
大
き
い
お
兄
さ
ん
や
お
姉

さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方
が
い
て
、
始
め
は
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
学
校
生
活
に
慣

れ
て
い
き
ま
し
た
。

小
学
部
２
年
に
な
っ
て
、
文
字
を
書
く
練
習
を

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
名
前
の
「
あ

だ
ち
ま
り
」
と
、
そ
の
時
好
き
だ
っ
た
「
み
か

ん
」
と
「
も
も
」
の
文
字
を
練
習
し
ま
し
た
。
家

で
も
書
か
せ
よ
う
と
思
い
、
紙
と
鉛
筆
を
渡
し
ま

し
た
。
毎
日
何
枚
か
書
い
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん

だ
ん
文
字
が
変
形
し
て
い
っ
て
、
好
き
だ
っ
た
ア

ン
パ
ン
マ
ン
の
絵
を
隙
間
に
描
い
た
り
し
て
、
デ

ザ
イ
ン
画
の
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
家
で

こ
ん
な
の
書
い
て
い
ま
す
と
担
任
の
先
生
に
見
せ

る
と
、
び
っ
く
り
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
現
在

の
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
重
光
副
理
事
長
が

校
長
先
生
で
、
生
徒
の
絵
画
作
品
を
一
つ
一
つ
額

縁
に
入
れ
て
、
学
校
の
廊
下
に
展
示
す
る
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
風
に
展
示

さ
れ
て
、
個
性
の
あ
る
作
品
が
と
て
も
素
敵
に
見

え
ま
し
た
。
そ
の
中
に
茉
莉
の
作
品
も
展
示
し
て

も
ら
え
ま
し
た
。

●
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
に
参
加
し
て

小
学
部
高
学
年
の
時
、天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

が
設
立
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
充
実
し
て
い
な
く
て
、
余
暇
活
動
の
一
つ

に
な
れ
ば
と
思
い
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

始
め
の
頃
は
絵
の
具
を
使
っ
て
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
に
塗
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は

文
字
か
ら
絵
に
、
そ
し
て「
う
ず
ま
き
」へ    　
足
立 

佳
代

寄　稿
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理
事
長
退
任
の

ご
あ
い
さ
つ　
　
　

 

高
島　

寛

梅
雨
明
け
が
待
た
れ
る
頃
で
す
が
、
皆
さ
ま
に

は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

い
つ
も
当
機
構
の
活
動
に
格
段
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と　

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
つ
き

当
機
構
理
事
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
在
任
中

は
格
別
の
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

こ
の
４
年
間
、
天
才
ア
ー
ト
展
の
開
催
を
は
じ

め
諸
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
と
皆

さ
ま
の
ご
尽
力
の
お
陰
で
、
京
都
市
民
の
あ
い
だ

で
少
し
ず
つ
「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
の
存

在
が
認
知
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
微
力

な
が
ら
当
機
構
の
活
動
に
携
わ
っ
た
こ
と
に
悦
び

と
若
干
の
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ア
ト
リ
エ
で
は
当
惑
の
連
続

で
し
た
。
就
任
当
初
は
創
作
活
動
で
障
が
い
の
あ

る
人
に
生
き
が
い
や
癒
し
を
も
た
ら
す
場
と
し
て

機
能
し
、
せ
い
ぜ
い
作
品
の
傾
向
を
客
観
的
に
分

析
す
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
が
、
時
と
と
も

に
一
人
ひ
と
り
の
内
面
世
界
に
は
っ
き
り
し
た
意

思
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ア

ト
リ
エ
は
寄
り
添
う
だ
け
の
場
で
な
く
、
創
作
行

為
に
個
別
に
向
き
合
う
姿
勢
が
貫
か
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
は
た
だ
不
明
を
恥
じ
入
る
ば
か

り
で
す
。

い
ま
障
が
い
の
あ
る
人
の
創
作
に
対
す
る
社
会

的
な
支
援
の
輪
は
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
同

時
に
当
機
構
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
く
る
は
ず
で

す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
に
は
あ
ら
た
め
て
当
機
構
へ

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

２
０
１
９
年
６
月

社
会
福
祉
の
新
し
い
方
向
を

探
る
総
合
月
刊
誌
と
し
て
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
発
刊
さ

れ
て
い
る
「
月
刊
福
祉
」
か
ら
取

材
を
受
け
、
２
０
１
９
年
７
月
号

（
６
月
６
日
発
行
）
の
連
載
企
画

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
実
践
」
と
し

て
４
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

当
初
の
機
構
立
ち
上
げ
か
ら
、

ア
ト
リ
エ
運
営
の
こ
と
、
グ
ッ
ズ

展
開
ま
で
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
の
創
作
を
支
え
る
継
続
的

な
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

掲
載
誌
サ
ン
プ
ル
は
事
務
局

に
保
管
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
ス
タ
ッ
フ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

レポート

トピックス

【
掲
載
情
報
】

「
月
刊
福
祉
」
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
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■ 
原
画
や
作
品
ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー

　

の
購
入
希
望
が
増
え
て
い
ま
す

天
才
ア
ー
ト
展
や
企
画
展
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
通
じ
て
複
製
画
の
販
売
や
レ
ン
タ
ル
方

式
で
の
貸
し
出
し
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
最

近
、
原
画
を
購
入
し
た
い
と
い
う
希
望
が
寄
せ
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
も
、
原
画

購
入
希
望
は
あ
り
ま
し
た
が
、
作
家
さ
ん
が
個
別

に
血
縁
者
や
知
人
に
販
売
す
る
程
度
で
、
当
機
構

で
は
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
障
碍
者
ア
ー
ト
へ
の
社
会
の
関

心
の
高
ま
り
や
認
知
度
の
向
上
な
ど
か
ら
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
可
能

性
が
芽
生
え
て
き
た
と
い
う
現
状
か
ら
、
事
業
と
し

て
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
び
そ
の
第
一
陣
と
し
て
、長
村
駿
さ
ん
の
作
品
『
キ

ム
ネ
オ
オ
ハ
シ
』
が
成
約
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

原
画
販
売
に
当
た
っ
て
は
、
購
入
者
と
の
著
作

権
な
ど
に
関
す
る
承
諾
書
の
授
受
や
作
品
証
明
書

の
発
行
、
さ
ら
に
は
作
者
と
機
構
間
と
の
取
り
決

め
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
約
束
事
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
り
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
数
年
前
か
ら
駅
通
路
や
地
下
道
な
ど
に

展
示
し
た
「
作
品
ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー
」
に
つ
い
て
も
、

■ 

広
告
主 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
当
機
構
の
活
動
に

ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
様
や
団
体
・
組
織
の
広

告
協
賛
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
報
の
発
行
部
数

は
毎
号
３
、５
０
０
部
で
、
会
員
・
協
賛
団
体
、
関

係
機
関
、
各
地
の
美
術
館
な
ど
に
配
布
・
配
架
を

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
、
ぜ
ひ
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

１
枠
（
55
×
22
㎜
）：
１
万
円
～
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

服
部
可
菜
恵
は
、
図
鑑
か
ら
選
ん
だ
植

物
を
サ
イ
ン
ペ
ン
と
鮮
や
か
な
色
彩
の
ア

ク
リ
ル
絵
具
を
用
い
て
描
き
続
け
て
い
ま

す
。
シ
ン
プ
ル
な
形
状
へと
デ
フ
ォ
ル
メ
さ

れ
た
植
物
た
ち
は
愛
ら
し
く
生
き
生
き
と

し
て
お
り
、
と
り
わ
け
『
ア
ン
ス
リ
ウ
ム
』

は
一
本
一
本
の
花
が
互
い
に
会
話
を
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
ど
の
服
部

作
品
も
植
物
に
対
す
る
彼
女
の
優
し
い
眼

差
し
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

購
入
希
望
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
が
あ
り
、
ニ
ー
ズ
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
も
販
売

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

原
画
や
作
品
ポ
ス
タ
ー
の
販
売
な
ど
に
つ
い
て
、

ご
質
問
や
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ス
タ
ッ
フ
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

■ 

会
員・寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
当
機
構
の
趣
旨

や
活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
中

で
す
。
会
員
は
「
正
会
員
・
賛
助
会
員
・
名
誉
会

員
」
の
３
種
類
。
ま
た
、
寄
付
金
や
助
成
金
、「
障

碍
者
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
設
立
支
援

基
金
」
な
ど
の
お
申
し
込
み
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://tensai-art.kyoto

〈
編
集
後
記
〉

昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
『
京
都
・
パ
リ
友
情
盟
約
締
結

記
念
展
覧
会
〝
描
き
、
紡
ぎ
、
絆つ

な
ぐ
〟』
の
企
画
運
営
を
当

機
構
が
京
都
市
か
ら
受
託
し
ま
し
た
が
、
次
の
展
開
と
し
て

は
パ
リ
に
お
い
て
同
様
の
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
。
ま
た
、

文
化
庁
戦
略
的
芸
術
文
化
創
造
推
進
事
業
の
「
障
害
者
等

に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
採
択
も
決

定
し
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の

活
動
が
注
目
を
集
め
、
重
要
度
を
増
し
て
き
ま
す
。

ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
も
、
障
碍
者
が
制
作
し
た

作
品
が
注
目
さ
れ
、
当
機
構
に
も
原
画
販
売
の
要
望
が
高
ま

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
社
会
の
要
請
に
こ
た
え
て

行
く
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
の
組
織
の
充
実
と
環

境
の
整
備
、
さ
ら
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
的
な
体
制
の
強
化
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
い
て
の
完
成
度
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
同

時
に
所
属
す
る
作
家
さ
ん
や
保
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ま
と
一
体
と
な
っ
た
運
営
が
あ
っ
て
こ
そ
の
活
動
で
あ
り
、

成
果
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ま
す
ま
す
精
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『アンスリウム』服部可菜恵 Kanae HATTORI　
1994 年生　W391×H543mm　ケント紙・アク
リル・サインペン　2019 年

『キムネオオハシ』　長村　駿

広告協賛企業（順不同）


